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1 不定期 ･不定期

　 e-Learning

該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科, ＭＳ２４カリ(医科学)･医科, ＭＳ２３カリ(医科学)･医科

【研究科共通】医学系諸科学における学識と情報収集能力・分 最先端のがんゲノム医療の実践を学ぶことを通じて、遺伝医学
析能力、研究技術を備えており、共同もしくは単独で、それぞ および臨床腫瘍学全般の情報収集・分析を行い、自ら課題解決
れの分野における諸課題を解決できる。 できる。

⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科

【医科学】生涯にわたって課題を探求し、自らの能力・専門性 卒業した後も、認定遺伝カウンセラーとしてがんゲノム医療に
を高めることができる。 貢献できる。

⇔

【医科学】幅広い知識を基盤とし、最新情報を収集・分析する がんゲノム医療に関する幅広い知識を持ち、それをもとに最新
ことにより、社会のニーズに適応した行動をとることができる。 情報を収集・分析し、現場で生じる新たな課題を解決できる。

⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科, ＭＳ２４カリ(医科学)･医科, ＭＳ２３カリ(医科学)･医科

【保健学】高い倫理観と専門的知識や技術、科学的根拠に基づ 最先端のがんゲノム医療の実践を学ぶことを通じて、高い倫理
く臨床問題解決能力などの高度な実践能力を有する。 観と専門的知識を持って遺伝医療・がんゲノム医療に関与でき

る。
⇔

(2)授業の概要 ・北信がんプロ講義
・信州大学医学部附属病院エキスパートパネル

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

・次世代北信がんプロの理念と取り組みの実際を学ぶ。
・がんゲノム医療、がん遺伝子パネル検査の基本事項および運用の実際を学ぶ。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

・次世代北信がんプロ「北信のシームレスながん医療を担う人材養成」の本科「シームレス型がん予防
推進認定遺伝カウンセラー養成コース」生として、最先端のがん予防推進のあり方について概説できる。
・信州大学医学部附属病院で実施されているがんゲノム医療、がん遺伝子パネル検査の原理・運用法・
課題を概説できる。

(5)授業計画 ・北信がんプロ講義（https://gan-pro.net/select/）（e-learning視聴、オンコロセミナー、公開講座、
多種業連携セミナー、各種セミナー等）への参加（講義：1時間x15回）
・信州大学医学部附属病院におけるエキスパートパネル参加（講義：1時間x10回）

(6)授業の進め方 講義、エキスパートパネル参加

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

・担当教員より指示

(8)成績評価の方
法

レポート：可以上

(9)成績評価の基
準

レポート：(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にど
のような課題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法が
適切に把握できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルに
あれば「卓越している（秀）」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある（優）」。
４項目までできていれば「やや上にある（良）」。３項目までできていれば「水準にある(可)」。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応
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